
山形県学校安全総合支援事業
（文部科学省：学校安全総合支援事業） 事業費：458千円

●近年激甚化している地震や集中豪雨などの自然災害の発生をはじめ、学校安全に関する
事故や事件が多様化。

●学校や地域、関係機関等が連携・協力し、総合的かつ効果的な安全対策を推進する必要
がある。

【背景】

・各学校の立地している地形や地質などの自
然環境や社会条件を踏まえた防災教育の更
なる充実

●県教育委員会は、学校防災アドバイザーを委嘱し、モデル地域の拠点校にお
ける授業実践や避難訓練、教職員研修、推進会議等にアドバイザーを派遣する。

※『学校防災アドバイザー』とは、防災に関する専門的知見があり、学校や教育委員会に対し、
具体的な対策や改善策を助言する大学教授等の有識者。

【酒田市】モデル地域の設定

【山形県】学校防災アドバイザーの派遣

派遣

【モデル地域内の拠点校】
●拠点校における防災授業や避難訓練を実践し、学
校防災アドバイザーから教職員研修等での指導・
助言。

●県内全域にモデル校公開授業の実施。

【防災教育研修会】
●年２回、各校の学校安全の中核を
担う教職員に対して拠点校における
授業実践や避難訓練、教職員研修等
の実践を基に研修を実施。

・児童生徒だけではなく、教職員の防災意識が高まった。
・日頃の安全教育・管理や危機発生時における各教職員の役割について、共通理解を図っ
ている学校が増えた。

・学区の特色を活かした実践的な避難訓練を通じて、適切な避難行動ができた。
・教職員も新しい知見を踏まえた正しい知識を理解し、防災教育の推進ができた。 など

☆来年度はモデル地域を拡充し、県全体の防災に対する意識の向上に取り組む。

【成果】

★酒田市
・酒田市一斉総合防災訓練の実施するなど、
全市を挙げて市民の防災意識を醸成

・最上川の下流域で海沿いに位置し、地震
の際には津波の被害もある



山形県酒田市の防災教育

～子どもの命を守る
安全対策事業～



令和5年度から山形県学校安全総合
支援事業のモデル地域として認定

子どもの命を守る
安全教育推進会議

防災教育研修会

電子版「防災ハンド
ブック」検討会議

ジュニア救命救急講習会
教職員向け救命救急講習会

防災アドバイザー
派遣事業



１．防災教育研修会

２．防災アドバイザー派遣

３．学校防災マニュアルの

見直し

酒田市の防災教育
～子どもの命を守る安全対策事業～



目的：児童生徒への防災教育

及び教職員への防災管理研修

回数：２回／年（７月、１月）

１．防災教育研修会



実施内容

①防災に関する授業づくりや

電子版酒田防災ハンドブックの活用等

について話題にしたグループワーク等

②防災アドバイザーの村山良之先生に

よる指導・助言

１．防災教育研修会



電子版「酒田防災ハンドブック」

を活用した授業づくり

１．防災教育研修会



防災教育研修会より

①学校周辺の地理的

特性を知ること

⇒「重ねるハザード

マップ」の活用

黒森
小学校



防災教育研修会より

②マニュアル化された

避難訓練の見直しを
実態に合わせた避難訓

練となるよう、目的を明
確にすることや各校で避
難訓練のやり方を再検討
すること。



２．防災アドバイザー派遣
について



防災アドバイザー派遣の目的

①災害時における児童

生徒の危険回避能力

と日常生活の安全に

関する知識や対応・

行動の仕方について

の実践的な能力を育

成すること。



防災アドバイザー派遣の目的

②防災教育を含めた

安全教育に携わる

教職員の資質の向

上と各校における

防災管理体制の見

直しを図ること。



酒田市内の各小中学校へ防災アドバ
イザーが訪問し、各校の地理的特性
に応じた指導、助言を行っている。

Ｒ３
①浜田小
②浜中小
③第四中
④亀ケ崎小
⑤宮野浦小

Ｒ４
①松陵小
②第六中
③南平田小
④一條小
⑤鳥海八幡中

Ｈ３０
①平田小
②松山小
③八幡小
④新堀小
⑤第三中
⑥富士見小

Ｒ１
①広野小
②泉小
③西荒瀬小
④田沢小
⑤若浜小
⑥第一中

Ｒ２
①松原小
②黒森小
③鳥海小

Ｒ５
①琢成小
②富士見小
③平田小
④十坂小
⑤松山小
⑥東部中

Ｒ６
①新堀小
②広野小
③八幡小
④若浜小
⑤泉小
⑥第三中

防災アドバイザー派遣
Ｒ７

①鳥海小
②松原小
③黒森小
④西荒瀬小
⑤第一中
⑥第二中



（１）酒田市立松原小学校

避難訓練後、全クラスで担任が授業

（事後指導）を行った。



（２）酒田市立第一中学校 ２年保健体育
「自然災害による傷害の防止 」

〇防災アドバイザー

と共に授業づくり

⇒学校が主体となる

防災教育



②酒田市立第一中学校

○学校が指定緊急

避難場所である

からこそ、留め

置きも想定され

ることを保護者

と共有するべき



＜成果＞
•教職員が災害安全に関する授業づくりと
実践の積み上げ

•避難訓練の在り方を形式的なものから脱
却した実践の積み上げ

＜今後に向けて＞⇒学校が自走する

■防災学習に関する授業づくりのスキルアップ
■「重ねるハザードマップ」や「キキクル」等の
より実践的な活用

防災アドバイザー派遣



３．学校防災マニュアル
の見直しについて

酒田市公式ウェブサイトより



（１）令和６年７月２５日の豪雨について

・想定を超える豪雨であり、気象庁の情報や

自治体からの情報が間に合わなかった。

・小中学校では、保護者への引き渡しが前提

となる対応が取られた。

・地域の実情もあり、共通した対応を取るこ

とが難しい実態があった。



7/25

08:15大雨警報（土砂）

08:27土砂災害警戒情報（八幡）

08:35土砂災害警戒情報（全市）

08:41大雨警報（土砂，浸水）

洪水警報

13:05大雨特別警報（浸水）

20:10大雨警報（土砂，浸水）

23:40大雨特別警報（浸水）

7/25

08:29避難指示

（八幡，松山，平田）

11:12避難指示（全市）

14:05緊急安全確保

（八幡）

19:05緊急安全確保

（西荒瀬）

7/26

02:10緊急安全確保

（亀ケ崎，港南，松原，中平田，南部，松陵，内郷，南平田，砂越・砂越緑町）

02:58緊急安全確保

（錦町1-5丁目）

酒田市

19

気象庁 7/24
19:47 大雨注意報



（２）改訂前の学校防災マニュアルについて

・災害発生後に焦点が当てられており、事前

の備えに対する意識が十分ではなかった。

・実際の災害を想定した見直しがなされてお

らず、現状との乖離が見られた。

・警戒レベルに対する考え方が、学校現場に

十分浸透していなかった。



今回の豪雨のような場合でも、引き渡す
ことが前提とされていた。また、待機とは
あるものの、保護者が迎えに来るまでの間
との認識である。



（３）改訂後の学校防災マニュアルについて

・災害発生前の段階から情報収集を行い、対

応を検討すること。

・留め置くことを前提にすること。

・地域との情報共有関係を日常より構築。

・警戒レベルに応じた対応の具体化、フロー

チャートの作成。



【各種判断のための情報収集チェックリスト】

□①今後の状況への見通し 早期注意情報（警報級の可能性） 気象庁

□②学区周辺の気象情報 気象庁

□③学区周辺のキキクル（土砂、浸水、洪水） 気象庁

□④学区内にある河川の氾濫状況（指定河川のみ該当）

気象庁、国土交通省、各都道府県

□⑤各区市町村のホームページの災害情報

□⑥学区内で道路が冠水しやすい場所等の目視確認（教職員、地域住民）

□⑦その他の地域住民（ＣＳ設置校は運営委員住民、消防団、自主防等）

等からの情報

□⑧市教育委員会からの情報

□⑨近隣の学校との相談




	03実践発表【山形県】全国成果発表会（資料ー1）
	スライド 1

	03実践発表【山形県】全国成果発表会（資料ー2：酒田市教育委員会）
	スライド 1: 山形県酒田市の防災教育  ～子どもの命を守る 　　　安全対策事業～
	スライド 2: 令和5年度から山形県学校安全総合 　支援事業のモデル地域として認定
	スライド 3: 酒田市の防災教育 ～子どもの命を守る安全対策事業～
	スライド 4: １．防災教育研修会
	スライド 5
	スライド 6
	スライド 7: 防災教育研修会より
	スライド 8: 防災教育研修会より
	スライド 9: ２．防災アドバイザー派遣 　　　　　　　　　　について
	スライド 10: 防災アドバイザー派遣の目的
	スライド 11: 防災アドバイザー派遣の目的
	スライド 12
	スライド 13: （１）酒田市立松原小学校 　
	スライド 14: （２）酒田市立第一中学校　２年保健体育 「自然災害による傷害の防止 」
	スライド 15: ②酒田市立第一中学校 　
	スライド 16
	スライド 17: ３．学校防災マニュアル 　　　　　　の見直しについて
	スライド 18: （１）令和６年７月２５日の豪雨について
	スライド 19
	スライド 20: （２）改訂前の学校防災マニュアルについて
	スライド 21
	スライド 22: （３）改訂後の学校防災マニュアルについて
	スライド 23
	スライド 24


